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春 キ ャ ベ ツ 集 荷 開 始 

 

営農販売課では、農業と福祉が手と手を取り合い、誰もが個々の

特性を活かして活躍できる持続可能な社会の実現を目指す「農福連

携」に取り組んでいます。５月８日には、京都府・京都市・関係機

関とともに、農業の実状を共有し、労働力不足改善に向けて、協議

を行いました。新たな取り組みとして、官民連携の京おくら生産者

と福祉事業所を繋ぐマッチング会の開催を検討しています。 

―ＴＡＣ information―  

洛南支店管内の特産品である『春キャベツ』の集荷が、今月１０日（金）よりスタ

ートしました。今年は、春先の長雨のため生育の遅れが心配されていましたが徐々に

回復しています。異常気象に対応できるよう肥培管理を適正に行い、高品質な出来栄

えを維持するよう取り組んでいます。 

 

全国的な概況については、暖冬の

影響により 3月中旬までは全国的な

飽和状態となっていましたが、4月

に入り出荷量が大きく落ち込み相場

高となっております。茨城県産を中

心とした関東産が出回るまで続く見

込みです。 

昨年は、３月以降平年以上の温度

と適度な雨量により、春系品種は５

月中旬で切り上がった一方で、初夏

系品種は大玉傾向で出荷増となりま

した。市場からの引き合いは Lサイ

ズが強くなっています。 



 

 

 

今年は、暖冬の影響で越冬する個体が非常に多くなっています。 

発見次第、適切な防除を行いましょう！！ 


